
沖縄県
2018年8月19日に沖縄コンベンションセンター展示棟にて第8回県民健康フェア2018が開催されました。

同フェアは沖縄県医師会・歯科医師会・看護協会など沖縄県医療保険連合会17団体が主体となって

2010年より開始し、沖縄県言語聴覚士会は毎年同フェアに合わせて言語聴覚士フェアを行っております。

今年度は県理学療法士協会、作業療法士会、言語聴覚士会で立ち上げた沖縄県リハビリテーション専門職

協議会（沖リ専協）ブースとして、「言語聴覚士の日」の広報をはじめ、言語聴覚士の仕事内容や対象疾患の

パネル展示、嚥下食、口腔ケアグッズ展示、相談コーナーを行いました。

また、今年度の新しい取り組みとして聴覚検査体験を実施しました。聴力検査を行う環境としては悪い中での

取り組みでしたが、約40名の方が体験されました。日頃より「聴力（補聴器等）はきになっているけど

病院には行っていない」という方が多く、聴力に対して考える良いきっかけ作りになったのではと思います。

また、言語聴覚士が聴力（補聴器等）分野も対象にしていることを広めることができたのではないかと思います。

今年度もスタッフ一丸となって無事に言語聴覚士フェアを終了することができました。今後も県民の皆さまに

「言語聴覚士」をより身近に感じていただけるような活動を続けていきたいと思います。
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